
令和４年度  研究計画 
１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 研究主題の設定について 

本校でも，ＧＩＧＡスクール構想によって１人１台端末が整備され，電子黒板や書画カメラ，

デジタル教科書が全校に整備され，学びの場でのＩＣＴを活用した教育が始まって１年近くが

経った。子どもたちの学習への意欲は確実に高まってきている。 

昨年度から，算数科を中心として，ＩＣＴを授業に効果的に活用して進んで学習する子どもの

育成を目指して研究を進めてきた。 

様々な場面でＩＣＴを効果的に活用することができることが分かった。一番効果的だったの

は，見通しを提出する場面と，考えた過程を順を追って再現しながら説明する場面だった。ＩＣ

Ｔを活用することで，問題を自分事として捉えることができた。また，考えを再現しながら説明

することで，考えた過程に焦点をあてることができ，みんなで創り上げていくというイメージで

授業に臨むようになった。「タブレットＰＣや電子黒板に書きながら説明してくれるとよく分か

る」と感じていた子どもも多かった。デジタル教科書やジャストスマイルのノートをうまく活用

することで，何とか自力解決できる子どもが増え，県学習状況調査の算数は，全学年で県平均通

過率を上回ることができた。 

ＩＣＴを学習ツールの一つとして活用させたいと考えていたのだが，みんなが使っているか

らＩＣＴを活用する方法を選択した子どもがいた。具体物を活用して考えた方が分かりやすい

場合も多いのに，自分に合った自力解決の方法を正しく選択できていなかった。自分にふさわし

い方法を選択できる子どもを育てることが課題として残った。また，教師の中でも，子どもが学

び考えるためのツールとしてよりも，教師が教えるためのツールとして使っている場合がまだ

多い。 

今年度は，算数科だけではなく，全教科において，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実を図り，進んで学習する子どもの育成に取り組む。個別最適な学びの成果を協働的

な学びに生かし，更にその成果を個別最適な学びに還元することができるように，ＩＣＴを活用

した教材や学習活動を工夫し，効果が上がっているか確認しながら授業改善を図っていく。本校

の目指す子ども像に必要とする資質・能力は，ＩＣＴの活用による「個別最適な学び」と「協働

的な学び」を充実することにより，より育成が図られるとも考える。タブレットＰＣや電子黒板

等の特性を生かして効果的に活用し，考えた過程を説明したり，思考ツールを用いて一緒に考え

たりしながら，よりよい考えを創り上げ，理解を深めていきたい。 

 

３ 「進んで学習する子どもの育成」を図る二つの柱 

  ○個別最適な学び：「指導の個別化」と「学習の個性化」を学習者の視点から整理した概念 
             
 
 
  ○協働的な学び： 
  

 

 

 

４ 主体的・対話的で深い学びの視点から期待する子どもの姿 

 

 

進んで学習する子どもの育成 

～ＩＣＴの活用による授業づくりを通して～ 

指導の個別化…一定の目標を全ての子どもが達成することを目指し，個々の子どもに応じて異なる方

法で学習を進めること 

学習の個性化…個々の子どもの興味・関心等に応じた異なる目標に向けて，学習を深め，広げること 

 探究的な学習や体験活動などを通じ，多様な他者と協働しながら，あらゆ

る他者を価値のある存在として重視し，様々な社会的な変化を乗り越え，

持続可能な社会の創り手となることができるような資質・能力を育成する

こと 

○自ら問題を発見し，見通しをもって進んで考える子ども（主体的な学び） 

○自分の考えをもち，対話を通して考えを深め合う子ども（対話的な学び） 

○身に付けた知識・技能を活用し，課題を解決する子ども（深い学び） 



５ 研究仮説 

   「主体的・対話的で深い学びの視点」からの授業改善の中で，ＩＣＴを効果的に活用すること

により，「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化が図られ，進んで学習する子どもの育

成につながるだろう。 

 

６ 検証方法 

(１)諸調査やアンケートの結果から子どもの変容（成果と課題）を捉える。 

(２)授業研究会等で見いだした子どもの姿から子どもの成長を捉え，評価する。 

 (３)情報活用能力（研究２年目：操作スキル）の到達目標を設定し，評価する。 

 

７ 研究の重点（授業改善の重点） 

 (１)主体的な学びの視点から… 

 

(２)対話的な学びの視点から… 

 

 

 

(３)深い学びの視点から……… 

 

 

 

 

８ 研究推進の方法 

 ・計画的な全体研修会により，教職員の指導力の向上，指導方法の工夫，教材開発等について

研修する。 

 ・県の「ＩＣＴを活用した授業改善事業」の推進校（研究指定校）として、市教委及び県教委

からの指導・助言を仰ぐ。 

  ・長期休業ごとに各自の実践の成果と課題をまとめ、検証改善を行う。 

・問題を自分事として捉える手立ての工夫 

・多様な学びの選択肢の提供 

・友達の考えを理解し，比較・検討する手立ての工夫 

・目的に応じた適切な手段で説明する手立ての工夫 

・自分で選択した知識や方法を活用し，共に考えを創り上げる

学習活動の工夫 

・必要な情報を選択し，関連付けて，自分の考えを作り上げる

手立ての工夫 

・可視化した互いの考えを分類，比較，関連付けながら話し合

い，考えを深める手立ての工夫 



 ９ 研究組織図 

校   長 

教   頭 

研究推進委員会 

 ○研究の基本構想 

○全体研究会の企画・立案 等 

校長  教頭  教務主任  研究主任  研究副主任  学習指導部主任 

全体研修会 

 ○計画、実践に当たっての共通理解 

○研究推進委員会及び各部からの報告・提案の検討 

○指導案検討会  ○授業研究会   ○研修報告会  ○実技研修会 等 

全教職員 

 

○ＩＣＴの効果的な

活用の授業モデル

作成 

○実践の蓄積 

◎高橋(弘)，三浦(久)，

  清水 

 

学習指導部 生活指導部 

○基本的な学習習慣の形成 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得 

○言語環境の整備       等  

○学校生活アンケート 

○安全指導（交通安全、不審者対応等） 

○保健指導           

○給食指導                   等 

 

○ＩＣＴの効果的な

活用の授業モデル

作成 

○実践の蓄積 

◎伊藤(史)，富田， 

 黒田 

 

○ＩＣＴの効果的な

活用の授業モデル

作成 

○実践の蓄積 

◎高橋(良)，佐々木 

伊藤(靖) 

 

○ＩＣＴの効果的な

活用の授業モデル

作成 

○実践の蓄積 

◎髙橋(奈)，大久保， 

佐藤 

 

学団部 

 ○研究の重点を基にした授業実践 

○特定授業の教材研究 

○実践の成果や課題の確認                   

下学年部：◎高橋(良)，富田，佐々木，髙橋(奈)，伊藤(靖) 

上学年部：◎高橋(弘)，三浦(久)，清水，大久保，佐藤，伊藤(史) 

 


